
波の力で電気を作る
平塚の海で「波力発電所」の試験を開始 !!

☆波力発電（はりょくはつでん）ってなんだろう？

タマ三郎でおなじみの 「ひらつか
タマ三郎漁港 ( 平塚漁港) 」で、波
力発電の商用化に向けた試験を開
始しました。

環境省 CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業

私たちが暮らしていくうえで、電気をたくさん使いますよね。
この電気、 日本では約７５％が火力発電（かりょくはつでん）で作
られています。

でも、石油、石炭などを燃やして電気を作る火力発電は、地球
温暖化（ちきゅうおんだんか）の大きな原因の一つである二酸化炭
素（にさんかたんそ）をたくさん出してしまいます。

波力発電は、海に無限（むげん）にある波の力を使って
電気を作る方法で、二酸化炭素を出さない、地球にやさ
しい発電方法です。

東京大学生産技術研究所（せいさんぎじゅつけんきゅうじょ）の林
（リム）教授たちは、世界で初めての技術を使った波力発電所の
試験を、平塚の海で始めました！
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地球がドンドン暑くなっている！？

みなさんは、地球の温暖化って知っていますか？

地球がどんどん暖められて気温が高くなること、これを地球温暖
化って言います。最近増えている大型台風や集中豪雨（しゅうちゅ

うごうう）も温暖化の影響が大きいと言われていますし、やがては
北極や南極の氷が解けて海の水が増え、陸地の低いところが海に
沈んでしまうことさえ心配されています。

この地球温暖化の大きな原因の一つは、ものを燃やすときに発生する
二酸化炭素です。石油、石炭などを燃やして電気を作る火力発電も、
この二酸化炭素をたくさん出してしまいます。

このため、地球温暖化を進ませないようにするためには、太陽光や
風、地熱、波など自然の力を利用した再生可能（さいせいかのう）エネル
ギーにより発電を進めていくことが、これからとても大切です。
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波には、小さなものから大きなものまでさまざまですが、波力発電所は、台
風の大波にも負けない頑丈（がんじょう）さがたいせつです。でも、大きな波で
たくさん発電しようと欲張る（よくばる）と、設備が大きすぎて小さな波の力
では動かず、ふだんは発電できません。

「平塚波力発電所」は、波に負けない強さを持ちながら、海でふつうに見ら
れる小さな波で発電できるよう、さまざまな工夫（くふう）をしています。

海底から高さ８．６ｍの所にある
ステージの上に発電機械を設置（せ

っち）して、そこから幅８．０ｍの
ラダー（波受け板／なみうけばん）が
海中につり下がっています。

このラダーが波を受けて前後に動
き、高さ１．５ｍの波でコンビニ１
軒分に相当する４５キロワットを発
電します。

いろいろな発電方法と特徴（とくちょう）
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平塚波力発電所（はりょくはつでんしょ）ってどんな設備?
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② 波に負けず、小さな波でも発電できるように、さまざまな工夫が
されています。

アルミ・ゴム複合（ふく

ごう）ラダー
ラダーは、アルミ板とゴム
板を組み合わせているた
め、波の力が強いときはゴ
ムがしなって大きな波を逃
がしてくれるから安心。
さらに強い波には、ラダー
が動き過ぎないよう安全装
置も付いています。

Ǔ▌ǋǯǔ

Ǔ▀ǋǯǔ

Ƞɩɝ

Ȳɞ

反射板（はんしゃばん）
通り抜けた波を反射させ
て、効率（こうりつ）よく
発電に使います。
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① 世界で初めて!! 大型船の舵を動かす機械を使ってます。

大きな船は、電気の力で舵取機（かじと

りき）を動かし、舵（かじ）の向きを左右
に変えることで進路を変えます。
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波力発電所は、これとは逆に、波の力で舵（波
受け板）を前後に動かすことで舵取機（発電
機）も動かし、電気をつくります。
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【大型船】 【波力発電所】

舵を英語でラダー
（RUDDER）というので、
平塚発電所の波受け板も
ラダーと呼んでいます。

Ẁ

基礎杭（きそぐい）
４本の杭を海底にしっ
かり埋め込んで固定し
ています。

その他
発電設備に、波が入らないよう
に「波返し」をつけています。

ʫ ѧ!!
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③ 「平塚発電所」方式（ほうしき）は、とってもコンパクト!!
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発電所はとってもコンパクトで、これを水平連結（すいへいれんけつ）す
ると発電量を大きくすることができ、その地域に必要な発電量を自由に組
み合わせることができます。
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●平塚には東京大学の総合実験タワーがあり、海に関する様々な研究開発（けんきゅうかいは

つ）を行っています。その一つとして波力発電所を平塚に作ろうと研究していました。

●この研究は、文部科学省（もんぶかがくしょう）の東北復興（ふっこう）プロジェクトにい
かされ、平成24～28年度まで岩手県久慈（くじ）市に波力発電所を設置して試験（しけん）

を行いました。

●この成果（せいか）を平塚の海につなげようと、平塚市と東京大学は、平成28年度に「平
塚海洋エネルギー研究会」を発足して、さまざまな分野（ぶんや）の会社や団体が集まり、
研究を進めた結果、平成30年10月に、二酸化炭素を減らす技術を開発する環境省（かん

きょうしょう）の事業に選ばれ、平塚波力発電所の設置が決まったのです。

●平塚波力発電所は、香川県の工場で作られ、船に乗せて平塚に運ばれました。令和2年2月
5日に平塚の海に設置して１年間の試験を開始しています。
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平塚波力発電所ができるまで…。

平塚沖総合実験タワー
平塚の虹ケ浜の沖にあるタワーを知ってますか？
東京大学が管理して、波の強さや方向、潮の流
れ、海水温などを観測しています。平塚波力発電
所は、このデータをもとに作られています。
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発行日：２０２０年６月２６日 発行者：平塚市、平塚市漁業協同組合
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波力発電所を平塚から日本中、さらに世界まで…。

波力発電所を平塚から日本中、さらに世界まで…。
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